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公共分野におけるＮＴＴデータの
プラットフォームビジネスへの展開

特集

領域は競争の激しい“レッド・オーシ

ャン”市場です。他社とは違う土俵で

勝つための“ブルー・オーシャン”戦

略という観点では、NTTデータのコ

アコンピタンスでもあり強みでもある

ISSを基軸に事業展開することが重要

だと考えています。ISSの目的は、社

会の全体最適化と生活者の多様なニー

ズに応えることであり、その実現には、

情報システムのサービス化、共同利用、

国・地方連携、官民連携、異業種連携

が鍵となります。特に昨今、利用者視

点に立った便利で使いやすく、ワンス

トップで利用可能な公共サービスの提

供が望まれています。それを実現する

ためにはステークホルダー間をつない

で情報を連携させる社会情報基盤が不

可欠です。NTTデータは、この社会

情報基盤を実現するためのプラットフ

ォーム「Bizplat 」を整備し、ISSイ

ンフラとして提供しています。

■■■■SIビジネスからプラッ

トフォームビジネスへの転換です

SIのあり方を変えるというこ

とです。つまり、プラットフォーム

を基軸に、山下社長の言う“３本の

矢（サービス、SI、ソフトウェア）”

の事業モデルの“サービス”を生み

Ｒ ○ 

出すSIに注力するということです。

私どもe-コミュニティ開発事

業部は、岡田事業部長のところと連

携しながら、開発系の事業を展開し

ています。これまで、個々のお客様

に最適なシステムの方式を考え、そ

れぞれのお客様ごとに個別のシステ

ムを開発してきました。また、パッ

ケージビジネスも展開してきました

が、個別要件を受け入れるとなると、

個別開発とほとんど同じです。開発

者の立場からみて、今後私どもがさ

らに成長するためには、既存のシス

テムやノウハウを集約したプラット

フォームビジネスを展開していくこ

とが必要だと捉えています。その具

体的な取組みが、税情報プラットフ

■■■最近、プラットフォームビ

ジネスを積極展開されていますが、

その狙いからお聞かせください。

NTTデータは、以前から21世

紀における新しい社会インフラとして

の社会情報システム（ I S S ：

Information System for Society）の必要

性を提唱し、社会共通の情報基盤とし

てのISSの推進を図ってきました。私

どもe-コミュニティ推進事業部は、公

共サービスの展開を支援する部隊です

が、ISSの推進を軸に事業を展開して

います。もちろん個別SIやパッケー

ジの提供も行っていますが、これらの

利用者視点の公共サービス実現に
は社会情報基盤の整備が不可欠

社会情報システム（ISS）の推進を図るNTTデータ。基盤となるプラットフォームを基軸に、利用者視点に立った総合的な行
政サービスの提供を可能とするISS実現に向けたNTTデータの取組みを、e-コミュニティ推進事業部の岡田英樹部長と、e-コ
ミュニティ開発事業部の川島忠司部長のお二人にうかがった。
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■■■最近、プラットフォームビジネス

を積極展開されていますが、その狙

いからお聞かせください。

■■■SIビジネスからプラットフォーム

ビジネスへの転換ですか。
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ォームをベースとする「Bizplat 」

や、様々な機関のデータやサービス

を連携する基盤「GRANPIATT 」

を提供し、その上で危機管理防災や

住民情報、税務情報などの公共サー

ビスを展開する社会情報基盤の整備

です。狙いは、社会情報基盤を整備

することで、利用者視点の公共サー

ビスを迅速かつ経済的に実現可能に

することです。開発者サイドとして

現在は、社会情報基盤の上で提供さ

れる具体的なアプリケーションの共

通化に向け、複数の協力団体と検討

を重ねているところです。

■■■■ ISSインフラとしての

Bizplatを積極的に展開され

Bizplat は、川島部長が言

われたようにもともと税の共通情報

基盤構想をプラットフォームとして

具現化したもので、これにより各種

税務情報のデータ連携によるワンス

トップ化やASP・SaaS方式による

複数の機関をまたがる総合的なサー

ビスの提供を狙っています。この

Ｒ ○ 

Ｒ ○ 

Ｒ ○ Bizplat をベースに、インフラか

らその上のミドルウェア、さらに上

位のデータ・サービス連携基盤まで

を整備、ISSインフラのプラットフ

ォームとして再構築しました。この

プラットフォームを利用者の生活シ

ーンにおける様々な分野に向けて展

開することによって、ISSの実現に

貢献するというのが我々の主要ミッ

ションです（図参照）。

Bizplat は、公共分野のみな

らず様々な分野への適用が可能です。

例えばGRANPIATT は複数の

異業種にまたがるプレーヤーをつな

ぐデータ・サービス連携基盤として

活用できます。また、Bizplat は、

第三者によるASPやSaaSの提供基

盤としても活用することが可能で

す。もちろんその場合は、取り扱う

情報のセキュリティを担保すること

が前提になります。

■■■■プラットフォーム提供に

加え、自治体システムの共同化にも

取り組まれている・・・・。

将来的には、共同化の方向に

もっていければと考えています。実

Ｒ ○ 

Ｒ ○ 

Ｒ ○ 

Ｒ ○ 

際、APPLIC（財団法人全国地域情

報化推進協会）が、共通利用が可能

な公共アプリケーションの整備等の

促進に向けた取組みを行っています

し、例えば電子調達や電子申請とい

った周辺系のシステムは既に共同化

の方向で構築しています。

■■■■最後に、今後の抱負お聞

かせください。

冒頭お話ししたレッド・オー

シャンから脱却しブルー・オーシャ

ン戦略を推進するためには、「お客

様の変革を支援する」という考えが

前提であり、プラットフォームを基

軸にしたISSの実現で、お客様およ

び社会を変革するお手伝いをすると

いう強い気持を持ってビジネスを展

開していきたいと考えています。

開発の立場からは、生産性の

向上と安定した品質・サービスレベ

ルの確保です。実際には、それらを

支える人材育成ということになりま

すが、システム開発の自動化ツール

「FLEXITE」の試行導入や統合的

な開発ソリューションの活用を積極

的に行い、国際競争力が身につくよ

うな施策に取り組んで行きます。プ

ラットフォームとして、サービスレ

ベルを確保させる上では、自社だけ

でなく他社のシステムも安定して運

用できるような運用管理ツールの整

備も図っていきたいと思います。

■■■■本日は有難うございまし

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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■■■ISSインフラとしてのBizplat  を

積極的に展開される…。

Ｒ ○ 

■■■プラットフォーム提供に加え、自

治体システムの共同化にも取り組ま

れている…。

■■■最後に、今後の抱負お聞かせくだ

さい。

■■■本日は有難うございました。

様々な分野に向けた
Bizplat   の展開に注力

顧客や社会の変革を支援する
ビジネスを推進
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